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その他の環境保全活動

　日東電工グループにおける国内外の製品輸送は、グループ

会社である日東ロジコム（株）が中心となって行っています。

これまでも物流の効率化のために、積載効率の向上、モーダ

ルシフトなどに取り組んできました。

　同社では、2005年1月から、日本国内の輸送について新

たな共同配送システムを開始しました。これまで同じ荷物

であっても、各グループ会社が個別に配送していたのを、同

じエリアにあるグループ会社がいったん同じ倉庫に製品を

集約し、お客様に配送するという仕組みです。

　ＣＯ２排出量削減の観点から、今後さらに国内外の物流の

効率化を図っていきます。

物流の効率化のため、
共同配送システムを開始しました

　日東電工では、塩素系有機溶剤の有害性が明らかになった

1990年代前半から使用の廃止に取り組んできました。

　その結果、1998年にトリクロロエチレンと1.1.1.トリ

クロロエタンを全廃をしました。ジクロロメタンについて

は使用量削減には成功したものの全廃にはいたらず、製品の

溶媒として豊橋事業所で使用していましたが、2005年5月

に使用を廃止しました。これにより全事業所における塩素

系有機溶剤の使用は全廃しました。

全事業所で塩素系有機溶剤を
全廃しました

　日東電工では事業活動における環境負荷の最小化を図る

とともに、環境に配慮した商品をお客様に提供するため、環

境負荷の少ない資材（原材料・生産設備など）を適正なコスト

で調達する、グリーン調達を推進しています。

　そこで2001年に「グリーン調達ガイドライン」を作成し、

日東電工が調達する原材料・部品・副資材、設備・治工具、備

品・一般事務用品、外注作業に対して適用しています。調達

する資材の選定に当たっては、取引先からの調達・購入品の

環境評価と、取引先の環境への取り組み評価の双方を勘案し

た上で、採否を決定しています。

　また、このほか購入材料に関する組成・法規制調査を実施

しています。調査結果は、データベース化し、化学物質管理

に利用しています。

　ガイドラインについては、2004

年6月に改訂し、電気・電子部品関連

のお客様のニーズに応えるため特

定の化学物質の情報を強化していま

す。この改訂時に、海外版も作成し

ホームページでも公開しています。
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■ グリーン調達の対象品

グリーン調達物流での取り組み

土壌・地下水の環境保全
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環境保全での取り組み


